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	TICAD VIフォローアップ・セミナー �「アフリカにおける今後のビジネス展望と�支援策」
	スライド番号 2
	鳥取に本社・工場を置く中小企業です
	工場では、ビンの発泡技術を活用した素材「ポーラスα®」を開発・製造しています
	多孔質素材という特色を活かすといろいろなことができます。そのうちの一つが「節水型農業」
	ポーラスα®の空隙で地下浸透する水をキャッチ。液肥を使うケースでは肥料分も保持します
	導入方法が簡単かつ一度導入すれば長期間にわたって効果が持続します
	より少ない水で農業ができれば、水不足の解消や�気候変動での少雨化への対応が可能になります
	節水型農業を活用して乾燥地を農地にできれば、食糧需要増への対応にも貢献できます
	製品や市場の特性から、世界展開には多くのリソースが必要です
	JICAの普及・実証事業ではモロッコでの実証実験実施、現地パートナー探索ができました
	TICAD VIではJICA事業の成果を基に、更なる実証実験先、パートナー探索を実施しました
	今後も、外部リソースを活用しながら、世界展開を加速させていきます

